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図 3.1 ポリシー ルートおよび継承するフォルダ 

 

セキュリティ マネージャ ツールを使用して、フォルダがポリシー ルートであるかどう

かを確認できます。[セキュリティ マネージャ（Security Manager）] をクリックし、確認

するフォルダに移動します。右側のパネルに、フォルダのセキュリティ情報が表示さ

れます。[権限（Permissions）] タブに、そのフォルダが親から権限を継承するかどう

かを示すチェックボックスとともに、許可されたユーザとそれぞれのロールが表示され

ます。また、ポリシー ルートではない権限を継承するフォルダのセキュリティ ロール

はグレー表示されます。これらの権限はこのレベルでは変更できません。 
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新しいポリシー ルートを作成するには、[権限の継承（Inherit Permissions）] チェック

ボックスをオフにして、選択したフォルダに対する継承を中止します。フォルダのセ

キュリティ設定を継承するように設定するには、セキュリティ マネージャの [権限

（Permissions）] タブで、[権限の継承（Inherit Permissions）] チェックボックスをオンに

します。 

継承が中止され、新しいポリシー ルート フォルダが作成されると、（継承により）その

フォルダに割り当てられていた権限はすべて、明示的にそのフォルダに適用される

ため、そのフォルダに対する既存ユーザの権限に影響を与えることはありません。 

図 3.2 は、一部のフォルダに表示される [権限（Permissions）] タブがあるフォルダ ツ
リー構造を示しています。Sales フォルダではロールがグレー表示されていることに

注意してください。これは、別のフォルダから権限を継承するフォルダのロールは編

集できないためです。 

図 3.2 継承フォルダおよびポリシー ルート 
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共有フォルダ 

共有フォルダは、デフォルトでシステム上のすべてのユーザがアクセス可能な固有

フォルダです。これは、デフォルトで共有フォルダに対する基本フォルダのロールを

持つ [全員（Everyone）] グループに、すべての新規ユーザを自動的に含めることに

よって実現されます。 

 
共有フォルダは、システム上のその他のフォルダと同様に管理できます。共有フォル

ダ内にフォルダを作成し、セキュリティ設定が継承されるかどうかを指定できます。こ

のように共有フォルダ内にリソースを作成して分散させることで、特定のユーザまた

はグループへのアクセスを制限できます。 



Cisco Unified Contact Center Management Portal セキュリティガイド 

2015 年 8 月 14

第 4 章：セキュリティの管理 

ユーザおよびグループの作成

 

 

4. セキュリティの管理 

ユーザおよびグループの作成 

Unified CCMP のセキュリティは、ユーザに適用されるロールに基づいて機能しま

す。これにより、指定されたフォルダで、またはシステム全体でグローバルに、一連の

タスクがユーザに提供されます。各ユーザに対してロールを設定する代わりに、集合

またはユーザ グループにロールを適用することもできます。 

グループは、ユーザが定義し、フォルダ内に配置することも、新しいポリシー ルート 
フォルダがシステムに追加されたときに自動的に作成することもできます。これらの

デフォルト グループにより、セキュリティを迅速にセットアップでき、ユーザが指定し

たフォルダで最も一般的に必要とされる権限を提供できます。 

ユーザの作成方法 

Unified CCMP では、リソースと同じようにユーザ アカウントが扱われます。つまり、

各ユーザ アカウントは特定のフォルダに格納され、そのフォルダに対する適切な権

限を持つユーザは、ユーザのプロパティ（パスワードなど）の変更、あるいはアカウン

トの移動や削除ができます。 

各ユーザには独自のレポートとパラメータ セットの格納に使用できるホーム フォルダ

があります。ホーム フォルダは通常、フォルダ ツリーを含む Unified CCMP ツールを

開いたときにデフォルトで選択されるフォルダです。 

ホーム フォルダは、ユーザ アカウントを含むフォルダとは別のフォルダにすることが

できます。たとえば、Users/Atlanta フォルダにユーザを作成して、ユーザのホーム 
フォルダを Resources/Atlanta に設定することもできます。 

新しいユーザを作成するには、以下の手順を実行します。 

1. [ツール（Tools）] > [ユーザ（Users）] をクリックします。フォルダ ツリー構造が左パ

ネルに表示され、選択したフォルダのーザの詳細が右側に表示されます。 

2. 新しいユーザ アカウントが格納されるフォルダを選択します。既存のユーザは、

[名前（Name）]、[説明（Description）]、[最終ログイン時間（Last Logged In 
Time）]、および [最終更新時間（Last Modified Time）] とともに表示されます。 

3. メニュー バーで [新規（New）] をクリックします。 
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4. [新規ユーザの作成（Create a new user）] ページが表示されます。ユーザの詳細

を入力します。 

 [ログイン名（Login Name）]：ユーザ名。 

 [名（First Name）]：ユーザの名前。 

 [姓（Last Name）]：ユーザの姓名。 

 [電子メール（Email）]：ユーザの電子メール アドレス。 

 [説明（Description）]：任意の説明文。 

 [拡張モード（Advanced Mode）]：ユーザにグローバル ロールが割り当てられ、

システム マネージャなどの拡張モード ツールへのアクセスが提供される場合

に選択します。 

 [有効（Enabled）]：有効なアカウント。ユーザは、Unified CCMP に格納されて

も、[有効（Enabled）] チェックボックスがオンになるまではログインできません。 

 [テキストのみモード（Text Only Mode）]：Unified CCMP をテキストのみモード

で表示します。 

 [次のログイン時にパスワードを変更する必要があります（User must change 
password at next Logon）]：初回ログイン後、パスワードを変更するように指示さ

れます。 

 [パスワードを無期限にする（Password Never Expires）]：パスワードは無期限

で割り当てられます。パスワード変更の指示は表示されません。 

 [ユーザによるパスワード変更を無効にする（User Cannot Change Password）]：
新規ユーザがパスワードを変更できないようにします。この場合でも、管理者

はパスワードを変更できます。 

 [ユーザのホーム フォルダ（User Home Folder）]：ユーザのホーム フォルダの

場所。ユーザのログイン時にこのフォルダが表示されます。[ユーザのホーム 
フォルダ（User Home Folder）] フィールドを空白にすると、ユーザが作成され

たフォルダがデフォルトでホーム フォルダになります。正しいフォルダを検索

するには、[参照（Browse）] ボタンを使用するか、パスを入力します。 

ユーザのホーム フォルダに新しいフォルダを作成するには、[このユーザの新規フォ

ルダを作成（Create a new folder for this user）] チェックボックスをオンにします。ユー

ザにはこのフォルダの「私のレポート」のロールがデフォルトで付与されます。別のデ

フォルト ホーム フォルダのロールは、[設定（Settings）] > [セキュリティ設定（Security 
Settings）] ページで設定できます。 

 [パスワード（Password）]：ユーザの初期パスワード。 

 [パスワードの確認（Confirm Password）]：ユーザの初期パスワード。 

5. [保存（Save）] をクリックして新しいユーザを作成します。 
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グループの作成方法 

グループの作成手順は、ユーザの作成手順と非常によく似ています。 

1. [ツール（Tools）] > [グループ（Groups）] をクリックします。フォルダ ツリー構造が

左パネルに表示され、現在選択しているフォルダに所属するグループが右側に表

示されます。 

2. 新しいグループを作成するフォルダを選択します。 

3. メニュー バーで [新規（New）] をクリックします。[新規ユーザ グループの作成

（Create a new user group）] ページが表示されます。 

4. グループの [名前（Name）] と [説明（Description）] を入力します。 

5. [保存（Save）] をクリックします。グループが選択したフォルダに追加されます。 
 
 

複数のグループを同時に作成できます。このプロセスを繰り返す場合は、[もう 1 つ
作成（Create Another）] チェックボックスをオンにします。 

グループ メンバーシップの管理 
グループは、権限の集合をユーザまたは別のグループにすばやく適用するための

便利なメカニズムです。この方法でセキュリティを管理すると、すべてのグループのメ

ンバーの権限を更新する場合でも、グループの権限を変更するだけで済みます。 

Unified CCMP のグループ メンバーシップを管理する方法は 3 通りあります。 

 1 人のユーザを 1 つ以上のグループに追加する場合は、ユーザ マネージャを

使用してユーザをグループに追加します。 

 1 つのグループを 1 つ以上のグループに追加する場合は、グループ マネージャ

を使用します。 

 グループ マネージャを使用して、複数のユーザおよびグループを 1 つのグルー

プに追加することもできます。 

グループにユーザを追加する方法 

1. [ツール（Tools）] > [ユーザ（Users）] をクリックします。フォルダ ツリー構造が左パ

ネルに表示され、現在選択されているフォルダのユーザの詳細が右側に表示され

ます。 

2. 必要なフォルダを選択します。 

3. リストから必要なユーザのユーザ名を選択します。 

4. ユーザの詳細が表示されます。 
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5. [グループ（Groups）] タブをクリックします。選択したユーザがすでに所属している

全グループを示すリストが表示されます（図 4.1 を参照）。この例では、ユーザは、

すべての新しいユーザが自動的に追加される Everyone グループにのみ所属し

ています。 

図 4.1 ユーザが所属するグループ 
 

 
6. [グループに追加（Add to Group）] をクリックします。ツリー構造で選択されている

フォルダと、ユーザが参加可能なグループを示すダイアログボックスが表示されま

す（図 4.2 を参照）。この例では、選択されたユーザは、Chicago Team A グルー

プ（Chicago フォルダ）のチェックボックスをオンにすることにより、このグループに

追加されます。 

図 4.2 ユーザが参加できるグループ 

 

7. フォルダ ツリーを使用して、ユーザを追加するグループが含まれるフォルダを検索し

ます。必要なグループのチェックボックスをオンにします。必要に応じて、ユーザを複

数のグループに追加できます。他のフォルダのグループにユーザを追加する場合は、

フォルダ ツリーを使用して場所を変更します。 

8. [閉じる（Close）] をクリックします。作成するために選択したグループ メンバーシッ

プが確認のために表示されます。 
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保留中のグループ メンバーシップをキャンセルする場合は、[削除（Remove）] ボタ

ン  を使用します。 

9. [保存（Save）] をクリックして、変更を確定します。 

他のグループへのグループの追加方法 

グループにユーザを追加できるほか、グループを他のグループに追加することもで

きます。これは、別のグループから取得する権限のサブセットを持つグループを作成

する場合に役立ちます。 

グループ A をグループ B に追加するには、以下の手順を実行します。 

1. [ツール（Tools）] > [グループ（Groups）] をクリックします。フォルダ ツリー構造が

左側に表示され、グループの詳細が右側のパネルに表示されます。 

2. （A）を追加するグループのフォルダを選択します。 

3. 選択したフォルダに所属するグループは、その詳細と最終変更日とともに表示されます。 

4. （A）を必要とするグループをクリックします。 

5. グループの詳細が、[詳細（Details）]、[メンバー（Members）]、[グループ

（Groups）] の 3 つのタブの見出しの下に表示されます。 

6. [グループ（Groups）] タブをクリックします。 

7. 他のグループのグループ メンバーシップは [グループに追加（Add to Group）] 
ボタンとともに表示されます。 

8. [グループに追加（Add to Group）] をクリックします。 

9. フォルダ ツリー構造とツリーで選択されたフォルダに対応するグループを示すダイ

アログボックスが表示されます。 

10. （B）に追加するグループのフォルダを選択します。グループのリストが表示されます。 

11. グループ B のチェックボックスをオンにします。 

12. [閉じる（Close）] をクリックします。グループ A が現在メンバーであるグループ（グ

ループ B）がメンバーシップ リストに表示されます。 

13. [保存（Save）] をクリックして、変更を確定します。 

すでに最初のグループのメンバーであるグループや、そのグループに関連付けら

れたグループにはグループを追加できません。つまり、グループ B がグループ A 
のメンバー（またはグループ A の既存のグループ）である場合、グループ A を B に
追加することはできません。グループ マネージャ ツールに、違反チェックの制約
（violation check constraint）が発生したことを示すメッセージが表示されます。 
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1 つのグループに複数メンバーを追加する方法 

特定のグループまたは複数グループにユーザを割り当てられることに加えて、グ

ループ マネージャを使用してグループに移動し、そのグループにメンバーを追加す

ることもできます。 

複数のメンバーをグループに追加するには、以下の手順を実行します。 

1. [ツール（Tools）] > [グループ（Groups）] をクリックします。フォルダ ツリー構造が左

側に表示され、選択したフォルダのグループが右側のパネルに表示されます。 

2. グループが格納されているフォルダを検索します。 

3. 選択したフォルダ内のグループが一覧表示されます。 

4. 必要なグループをクリックします。グループの詳細が [詳細（Details）]、[メンバー

（Members）]、および [グループ（Groups）] タブとともに表示されます。 

5. [メンバー（Members）] タブをクリックします。グループの既存のメンバーが一覧表

示されます（ユーザとグループを含む）。 

6. [メンバーの追加（Add Members）] をクリックします。フォルダ ツリー構造と選択さ

れたフォルダ内のユーザとグループを示すダイアログボックスが表示されます。 

7. フォルダ構造を使用してユーザ（またはグループ）が配置されているフォルダを検

索します。 

8. 選択したフォルダ内のユーザとグループが表示されます。 

9. チェックボックスを使用して、グループに追加するユーザを選択します。ステップ 6 
および 7 を繰り返して、複数のユーザを追加できます。 

10. [閉じる（Close）] をクリックします。新しいユーザ（およびグループ）がメンバーのリ

ストに追加されます。 

11. [保存（Save）] をクリックして、変更を確定します。 

グローバル権限の割り当て 

Unified CCMP には、特定のフォルダのコンテキスト内でタスクを実行するために

ユーザまたはグループに適用できる権限に加えて、グローバルな性質の権限もあり

ます。たとえば、ユーザには、システム マネージャやセキュリティ マネージャなどの

ツールへのアクセス権を付与できます。 

グローバル ロールをユーザまたはグループに適用するには、以下の手順を実行し

ます。 

1. [ツール（Tools）] > [ロール（Roles）] をクリックして、[ロール（Roles）] ページに移動

します。[グローバル ロール（Global Roles）] をクリックして、[グローバル ロール

（Global Roles）] ページに移動します。グローバル ロールのリストが表示されます。 
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2. ユーザまたはグループを追加するロールをクリックします。選択したロールの詳細

が、[詳細（Details）]、[タスク（Task）]、[メンバー（Members）] タブとともに表示さ

れます。 

3. [メンバー（Members）] タブをクリックします。選択したロールに現在割り当てられ

ているすべてのユーザ  と  グループを示すリストが表示されます。 

4. [メンバーの追加（Add Members）] ボタンをクリックします。ダイアログボックスの左

側にフォルダ構造が表示され、右側にユーザとグループが表示されます。 

5. ユーザまたはグループが配置されているフォルダを選択します。 

6. 使用可能なユーザおよびグループは、選択したフォルダに対応しています。 

[名前（Name）] フィールドおよび [検索（Search）] ボタンを使用して、必要なユーザ

またはグループを検索します。[タイプ（Type）] ドロップダウンを使用して、検索結果

を [ユーザ（Users）] のみ、[グループ（Groups）] のみ、または [ユーザ（Users）] と [グ
ループ（Groups）] の両方にフィルタ処理することもできます。 

7. 必要なユーザまたはグループの横にあるチェックボックスをオンにします。 

8. [閉じる（Close）] をクリックします。新しいユーザまたはグループがリストに追加され

ます。 

9. [保存（Save）] をクリックして、変更を確定します。 
 

グローバル セキュリティの管理を許可せずに、ユーザの作成とセキュリティ管理の一

部の要素を他のユーザに委任する場合は、グローバル セキュリティの管理を直接許

可するのではなく、関連するグローバル ロールのメンバーであるグループを作成し、

そのユーザがそのグループにメンバーを追加できるようにすることで委任できます。

これにより、システム上級ロールを持つ新しいユーザを作成する必要のあるユーザ

が、他のグローバル ロールやサイトの管理などのタスクをユーザに付与する能力も

持つような状況を回避できます。 

フォルダベースの権限の割り当て 

グローバル ロールは、システム全体でユーザ アクティビティに影響を及ぼすのに対

して、フォルダ ロールは、グループまたはユーザに適用され、特定のフォルダ内の

ユーザのアクティビティに影響を及ぼします。 

各フォルダには、親フォルダから継承されるか、ポリシー ルートとしてフォルダ自体

に適用される一連の設定済み権限があります。 
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ユーザまたはグループにフォルダ権限を追加する方法 

フォルダ ロールは、特定のフォルダ内のみでユーザまたはグループに適用されま

す。このフォルダは、以下に示すように、ロールの適用プロセス中に選択されます。 

1. [ツール（Tools）] > [セキュリティ（Security）] をクリックしますフォルダ ツリーが左パ

ネルに表示され、選択したフォルダに対応するセキュリティの詳細が右側に表示さ

れます。 

2. ユーザまたはグループが配置されているフォルダを選択します。フォルダのセキュ

リティの詳細が、[権限（Permissions）]、[ユーザ（Users）]、および [グループ

（Group）] タブに表示されます。 

3. 個々のユーザにロールを適用する場合は、[ユーザ（Users）] タブを選択します。

ユーザ グループ（または複数のユーザ グループ）にロールを適用する場合は、[グ
ループ（Groups）] タブを選択します。フォルダ内のすべてのユーザまたはグルー

プが表示されます。 

4. ロールを適用するユーザまたはグループのチェックボックスをオンにします。[選択

をクリア（Clear Selections）] ボタンと [権限の変更（Change Permissions）] ボタン

が有効になります。 

5. [権限の変更（Change Permissions）] をクリックします。選択したフォルダで使用

可能なフォルダ構造とロールを示すダイアログボックスが表示されます（図 4.3 を
参照）。ダイアログボックスには、使用可能なロールがチェックボックス付きで表示さ

れ、選択したフォルダのユーザまたはグループに適用するロールを必要な数だけ

選択できます。 

図 4.3 ユーザとグループへのロールの適用 

 

6. ロールを適用するフォルダを選択します。 

7. ユーザまたはグループに適用するロールのチェックボックスをオンにします。 
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8. 複数のロールを異なるフォルダに適用する場合は、ステップ 6 および 7 を繰り返し

ます。 

9. ユーザまたはグループのロールの設定が終了したら、[保存（Save）] をクリックしま

す。セキュリティのロールの設定に加えた変更がダイアログボックスに表示されます。 

10. 設定に問題がなければ、[確認（Confirm）] をクリックします。 

権限を継承するフォルダのセキュリティの編集 

前述の図 3.2 の例は、セキュリティ マネージャを使用してロールが適用されている、

継承するフォルダとポリシー ルート フォルダの両方があるフォルダ ツリーを示してい

ます。別のフォルダから権限を継承するフォルダに新しいフォルダのロールを適用

することはできません。ポリシー ルート フォルダに必要な権限を適用するか、または

「継承を中止」して、そのフォルダ自体をポリシー ルートにすることができます。 

親から権限を継承するフォルダのセキュリティ設定を編集しようとすると、図 4.4 の
メッセージが表示されます。 

 
 

図 4.4 セキュリティ設定のエラー メッセージ 

 

[項目のセキュリティの編集（Edit Item Security）] をクリックすると、選択したフォルダ

をポリシー ルートにして、そのフォルダのセキュリティを編集できるようになります。す

べてのサブフォルダは新しいポリシー ルートから権限を継承するようになり、以前継

承した権限はすべて、自動的かつ明示的にフォルダに適用されます。詳細につい

ては、第 3 章「ポリシー ルートおよび権限の継承」を参照してください。 
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付録 A. ロールとタスク 
ロールは、Unified CCMP のユーザが実行できるタスクの集合です。この項では、使

用可能な各タスクの機能について説明します。 

フォルダベースのタスク 

ロールは特定のフォルダに適用できます。フォルダベースのロールが割り当てられ

ているユーザは、そのフォルダにのみ指定されたタスクベースの権限へのアクセス

権を持ちます。以下の表に、[ツール（Tools）] > [ロール（Roles）] を使用してフォル

ダベースのロールを作成するために使用できるタスクを示します。 

[基本（Basic）]、[スーパバイザ（Supervisor）]、[上級（Advanced）]、および [完全

（Full）] 列は、Unified CCMP で事前設定されているロールに対して、タスクがデフォ

ルトで有効になっているかどうかを示します。お使いの Unified CCMP システムの

ロールは、システム インストール後に編集している場合、このリストとは異なる場合が

あります。タスクによっては、お使いの Unified CCMP システムでは使用を許可され

ていないことがあります。 

ユーザは、フォルダのタスク権限でフォルダのタスクを実行できますが、ほとんどの

場合、そのタスクを実行するツールへのアクセス権を提供するために、グローバル 
ロールも必要になります。たとえば、ユーザは「ディメンションの管理」フォルダのタス

ク権限でフォルダのディメンションを管理できますが、必要なディメンションを検索し

て更新を実行するためには、グローバル タスク権限であるシステム マネージャも必

要になります。 

タスク名 
（Task Name） 

説明 基本

（Bas）

スーパバイザ

（Sup） 
上級

（Adv） 
完全

（Full）

フォルダの設定 

フォルダの参照 フォルダ ツリーのフォルダを表示する

ことができます。たとえば、パラメータ 
セットを作成する場合、「フォルダの参

照」を使用してリソースの場所に移動

し、リソースが配置されているフォルダ

に対して「ディメンションの参照」を使

用する必要があります。 

   

フォルダの管理 指定したフォルダでフォルダを編集、

作成、削除することができます。 
   
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タスク名 
（Task Name） 

説明 基本

（Bas）

スーパバイザ

（Sup） 
上級

（Adv） 
完全

（Full）

ユーザとセキュリティ 
ドメイン アカウント

の参照 
指定したフォルダ内のエージェントに

ドメイン アカウントを関連付けることが

できます。このタスクがないと、ユーザ

は使用可能なドメイン アカウントを表

示できません。 

   

ユーザの参照 指定したフォルダのすべてのユーザと

グループの詳細を表示することができ

ます。たとえば、ユーザがセキュリティ 
マネージャやユーザ マネージャ ツー

ルにアクセスできる場合、「ユーザの

参照」タスクを使用することで、特定の

フォルダのユーザやグループとそれ

ぞれの詳細を表示することができ 
ます。 

   

ユーザの管理 指定したフォルダ内のユーザおよびグ

ループの設定を変更することができま

す。たとえば、ユーザがセキュリティ マ
ネージャやユーザ マネージャ ツール

にアクセスできる場合、「ユーザの管

理」タスクを使用することで、特定の

フォルダのユーザやグループを表示

および編集することができます。 

   

パスワードの 
リセット 

指定したフォルダ内の他のユーザの

パスワードをリセットすることができま

す。たとえば、ユーザがシステム マ
ネージャ ツールにアクセスでき、特定

のフォルダで「ユーザの参照」にアク

セスできる場合、「パスワードのリセッ

ト」タスクを使用することで、特定フォ

ルダのユーザのパスワードをリセットで

きます。ただし、他のユーザの詳細

（ユーザ名など）は編集できません。 

   

テナントの管理 指定したフォルダ内のテナント項目を

管理することができます。 
   

セキュリティの管 選択したフォルダのセキュリティ権限    
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タスク名 
（Task Name） 

説明 基本

（Bas）

スーパバイザ

（Sup） 
上級

（Adv） 
完全

（Full）

理 を変更することができます。セキュリ

ティ マネージャ ツールにもアクセスで

きる必要があります。 

ディメンションとプレフィックス 
ディメンションの

参照 
指定したフォルダ内のシステム リソー

ス（エージェント、スキル グループ、

コール タイプなど）のリストを表示する

ことができます。この権限は、たとえ

ば、ユーザがパラメータ セットを作成

するためにディメンション項目を確認

する際に必要になります。システム マ
ネージャでエージェントなどの項目を

表示するには、そのエージェントが配

置されているフォルダに対する「ディメ

ンションの参照」が必要になります。

エージェントがメンバーシップを持つ

項目（スキル グループやエージェント 
チームなど）は、ユーザがそれらの場

所に対するディメンションの参照権限

を持たない場合でも、ディメンションの

参照権限では項目のメンバーシップ

を参照できるため、エージェントの [詳
細（Details）] タブに表示されます。た

だし、ユーザがメンバーシップ項目の

場所に対するディメンションの参照権

限を持たない場合、[移動（Go To）] ボ
タンをクリックしてこれらの項目の詳細

を表示することはできません。 

   

ディメンションの

管理 
指定したフォルダ内で、エージェント、

エージェント チーム、またはスキル グ
ループなどのディメンションをシステム 
マネージャを使用して編集、移動、削

除することができます。エージェントに

別のフォルダ内の項目に対するメン

バーシップが存在する場合、ユーザ

はそのエージェントを削除またはスキ

ル変更することはできません。 

   
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タスク名 
（Task Name） 

説明 基本

（Bas）

スーパバイザ

（Sup） 
上級

（Adv） 
完全

（Full）

ディメンション  
メンバーシップの

管理 

ディメンション メンバーシップを追加、

変更、削除することができます。 
   

クローンの 
ディメンション 

エージェントをコピーすることができ 
ます。 

   

プレフィックスの

参照 
システム マネージャ ツールのテナント

項目のプレフィックスの [詳細

（Details）] タブを使用して、指定した

フォルダの自動リソースの移動プレ

フィックスを参照することができます。 

   

プレフィックスの

管理 
システム マネージャ ツールのテナント

項目の [プレフィックス（Prefixes）] タブ

を使用して、指定したフォルダの自動

リソースの移動プレフィックスを追加お

よび削除することができます。 

   

情報通知 
情報通知の参照 情報通知ツールとシステム マネー

ジャ ツールを使用して、指定したフォ

ルダ内の情報通知を一覧表示するこ

とができます。ユーザが自分のホーム 
フォルダに対する情報通知の参照権

限を持っている場合、自分のホーム 
フォルダと、テナント フォルダまで（テ

ナント フォルダを含む）のすべての親

フォルダに配置されている現在アク

ティブな情報通知の通知が、ユーザ

のホームページに表示されます。 

   

情報通知の管理 情報通知ツールとシステム マネー

ジャ ツールを使用して、（指定した

フォルダ内のユーザに対する）情報通

知を作成することができます。情報通

知にアクセスするグローバル権限が

ユーザに付与されている場合、情報

通知オプションはユーザのホーム

ページに表示されます。 

   
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タスク名 
（Task Name） 

説明 基本

（Bas）

スーパバイザ

（Sup） 
上級

（Adv） 
完全

（Full）

アップロード 
メディアの 
アップロード 

システム マネージャを使用して、指定

したフォルダにファイルをアップロード

することができます。 

   

検索 
検索フォルダの

管理 
検索フォルダと検索を作成、変更、削

除することができます。 
   

グローバル ロールのタスク 

基本、上級、ホスト、およびシステム管理者などのグローバル ロールはユーザまたは

ユーザ グループに適用されます。ユーザまたはユーザ グループは、それぞれがア

クセス権を持つすべてのフォルダで、同じ機能セットにアクセスできるようになりま

す。以下の表に、[ツール（Tools）] > [ロール（Roles）]、[グローバル ロール（Global 
Roles）] を選択してアクセスされる、グローバル ロールに対して設定可能なすべての

タスクのリストを示します。 

[グローバル基本（Global Basic）]、[グローバル上級（Global Adv）]、[グローバル ホ
スト（Global Host）]、および [システム拡張（System Adv）] 列は、Unified CCMP の新

規インストール時の各ロールのデフォルト設定を示しています。 

グローバル  
タスク名 

説明 グローバ

ル基本

（Global 
Basic） 

グローバ

ル上級

（Global 
Adv） 

グローバ

ルホスト

（Global 
Host） 

システム

上級

（System 
Adv） 

アドバンス ユーザ ユーザ設定ページに、アドバンス ユーザ 
モードへのアクセスを可能にするチェックボッ

クスが表示されます。 

   

ディメンション タイ

プの参照 
パラメータ セットをレポートで作成する場合、

[項目タイプ（Item Type）] ドロップダウンから

ディメンション タイプ（エージェントやコール タ
イプなど）を選択することができます。 

    

グローバル ロー

ルの参照 
グローバル ロール マネージャでグローバル 
ロールを確認することができます。 

    

グローバル セ
キュリティの参照 

セキュリティ マネージャでフォルダに割り当てら

れたフォルダ ロールを確認することができます。
 

    
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グローバル  
タスク名 

説明 グローバ

ル基本

（Global 
Basic） 

グローバ

ル上級

（Global 
Adv） 

グローバ

ルホスト

（Global 
Host） 

システム

上級

（System 
Adv） 

ロールの参照 ロール マネージャとセキュリティ マネージャ内

のフォルダベースのロールを確認することが

できます。 

    

ディメンションの

一括インポート 
システム マネージャの項目パネルの [アップ

ロード（Upload）] メニューから、エージェントな

どのディメンションが含まれる CSV ファイルを

アップロードすることができます。 

    

情報通知 情報通知ツールにアクセスすることができます。     

グローバル  
ロールの管理 

グローバル ロール マネージャでグローバル 
ロールを追加、変更、削除することができます。

    

グローバル セ
キュリティの管理 

ユーザ マネージャ、グループ マネージャ、お

よびセキュリティ マネージャ ツールにアクセス

することができます。 

    

ロールの管理 [セキュリティ マネージャ（Security Manager）] > 
[ロール マネージャ（Role Manager）] で、フォ

ルダベースのロールを作成、変更、削除する

ことができます。 

    

サイトの管理 [設定（Settings）] ページでシステム設定、セ

キュリティ設定、レポート設定、およびプロビ

ジョニング設定を保存することができます。 

    

エージェントの 
プロビジョニング 

ユーザに指定したフォルダに対するディメン

ションの管理権限が付与されていて、[接続さ

れたシステムの参照（Browse Connected 
Systems）] が有効になっている場合は、シス

テム マネージャまたはエージェント チーム マ
ネージャを使用してエージェントを作成および

管理することができます。 

    

エージェント  
デスクトップの 
プロビジョニング 

ユーザに指定したフォルダに対するディメン

ションの管理権限が付与されていて、[接続さ

れたシステムの参照（Browse Connected 
Systems）] が有効になっている場合は、シス

テム マネージャの [新規（New）] > [リソース項

目（Resource Items）] メニューからエージェン

ト デスクトップを追加することができます。 

    
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グローバル  
タスク名 

説明 グローバ

ル基本

（Global 
Basic） 

グローバ

ル上級

（Global 
Adv） 

グローバ

ルホスト

（Global 
Host） 

システム

上級

（System 
Adv） 

エージェント  
チームの 
プロビジョニング 

システム マネージャの [新規（New）] > [リソー

ス項目（Resource Items）] メニューから、フォ

ルダにエージェント チーム項目を追加するこ

とができます。 

    

コール タイプの 
プロビジョニング 

システム マネージャの [新規（New）] > [リソー

ス項目（Resource Items）] メニューから、フォ

ルダに新しいコール タイプを追加することが

できます。 

    

部門のプロビジョ

ニング 
新しい部門をプロビジョニングすることができ

ます。 
    

デバイス プロファ

イルのプロビジョ

ニング 

デバイス プロファイルを管理することができ 
ます。 

    

着信番号のプロ

ビジョニング 
新しい着信番号をプロビジョニングすることが

できます。 
    

電話番号のプロ

ビジョニング 
新しい電話番号をプロビジョニングすることが

できます。 
    

エンタープライズ 
スキル グループ

のプロビジョニング 

新しいエンタープライズ スキル グループをプ

ロビジョニングすることができます。 
    

拡張コール変数

のプロビジョニング 
[システム マネージャ（System Manager）] > 
[新規リソース（New Resource）] から拡張コー

ル変数を作成し、その設定と有効な日付を管

理することができます。 

    

IP エンドポイント

のプロビジョニング 
リモート機器から IP エンドポイントをプロビジョ

ニングすることができます。 
    

ラベルのプロビ

ジョニング 
[システム マネージャ（System Manager）] > [リ
ソース フォルダ（Resource Folder）] > [リソース

項目（Resource Item）] から特定のラベル作成

に対するラベルを作成することができます。 

    

ネットワーク VRU 
スクリプトのプロビ

ジョニング 

ネットワーク VRU スクリプトを作成および更新

することができます。 
    
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付録 A：ロールとタスク 

グローバル ロールのタスク

 

 

グローバル  
タスク名 

説明 グローバ

ル基本

（Global 
Basic） 

グローバ

ル上級

（Global 
Adv） 

グローバ

ルホスト

（Global 
Host） 

システム

上級

（System 
Adv） 

個人のプロビジョ

ニング 
ユーザに指定したフォルダに対するディメン

ションの管理権限が付与されていて、[接続さ

れたシステムの参照（Browse Connected 
Systems）] が有効になっている場合は、シス

テム マネージャまたはサービス マネージャを

使用して個人をプロビジョニングすることがで

きます。 

    

プレシジョン属性

のプロビジョニング 
プレシジョン キューで使用する属性をプロビ

ジョニングすることができます。 
    

プレシジョン 
キューのプロビ

ジョニング 

プレシジョン キューをプロビジョニングすること

ができます。 
    

プレシジョン 
キュー ステップの

プロビジョニング 

プレシジョン キュー ステップをプロビジョニン

グすることができます。 
    

ルートのプロビ

ジョニング 
システム マネージャ経由で ICM から取得し

たコール ルートを管理することができます。 
    

サービスのプロビ

ジョニング 
システム マネージャを使用して、サービス

（サービス レベル タイプ関連するスキル グ
ループ、およびペリフェラルの設定を含む） 
をプロビジョニングおよび管理することができ

ます。 

    

スキル グループ

のプロビジョニング 
スキル グループが配置されているフォルダに

対するディメンションの管理権限がユーザに

付与されている場合、システム マネージャ、ス

キル グループ マネージャ（サービス マネー

ジャ内）を使用して、そのスキル グループを管

理することができます。 

    

ユーザ変数の 
プロビジョニング 

システム マネージャを使用して、ユーザ変数

をプロビジョニングすることができます。 
    

ディメンションの

消去 
残っているリソースを消去することができ 
ます。 

    

セキュリティ  
マネージャ 

セキュリティ機能にアクセスすることができ 
ます。 

    
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付録 A：ロールとタスク 

使用例

 

 

グローバル  
タスク名 

説明 グローバ

ル基本

（Global 
Basic） 

グローバ

ル上級

（Global 
Adv） 

グローバ

ルホスト

（Global 
Host） 

システム

上級

（System 
Adv） 

セルフ スキル ユーザのスキル グループを表示および編集

することができます。 
    

Service Manager サービス マネージャにアクセスすることができ

ます。 
    

システム  
マネージャ 

システム マネージャにアクセスすることができ

ます。 
    

使用例 

この項では、Unified CCMP での一般的なシナリオを実行するために必要なフォル

ダベースのタスクおよびグローバル セキュリティ タスクの組み合わせを示します。 

シナリオ タスク 実行場所 理由 

エージェントの作成 システム マネージャ

またはサービス  
マネージャ 

グローバル エージェントの作成メニュー

にアクセスするため。 

ディメンションの管理 新しいエージェントが

作成されるフォルダ。 
特定のフォルダにエージェ

ントを作成するため。 

エージェントのプロビ

ジョニング 
グローバル エージェントを UCCE にプ

ロビジョニングするため。 
 

ディメンションの参照 エージェント（ペリフェラ

ル、チーム、スキル グ
ループ、およびエー

ジェント デスクトップな

ど）に関連付ける必要

のある項目が含まれて

いるフォルダ。 

エージェントのメンバーシッ

プの作成を許可するため。 

ユーザの作成と、 
デフォルト以外の 
権限の割り当て 

システム マネージャ グローバル 機能にアクセスしてユーザ

を作成するため。 

ユーザの管理 新しいユーザが作成さ

れるフォルダ。 
新しいユーザを特定のフォ

ルダに作成するため。 
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付録 A：ロールとタスク 

使用例

 

 

シナリオ タスク 実行場所 理由 

 セキュリティ マネー

ジャ 
グローバル 機能にアクセスして新しい

ユーザの権限を変更する 
ため。 

セキュリティの管理 新しいユーザが作成さ

れるフォルダ。 
新しいユーザの権限を変更

するため。 

グローバル ロールの

参照 
グローバル 許可されるグローバル ロー

ルにアクセスするため。 

ロールの参照 グローバル 許可されるフォルダのロー

ルにアクセスするため。 

再スキル専用の権

限（スーパバイザ 
ユーザの場合など） 

システム マネージャ

またはサービス  
マネージャ 

グローバル システム マネージャまたは

スキル グループ マネージャ 
ツールにアクセスするため。

フォルダの参照 エージェントを含むフォ

ルダおよびエージェン

トに割り当てられるスキ

ル グループを含むフォ

ルダ。 

エージェントおよび新しいス

キル グループにアクセスす

るため。 

ディメンション メン
バーシップの管理 

エージェントを含むフォ

ルダおよびエージェン

トに割り当てられるスキ

ル グループを含むフォ

ルダ。 
 

エージェントとスキル グルー

プの詳細を変更するため。 

エージェントのプロビ

ジョニング 
グローバル UCCE にエージェントの 

変更をプロビジョニングする

ため。 

スキル グループのプ

ロビジョニング 
グローバル UCCE にスキル グループの

変更をプロビジョニングする

ため。 
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